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(百万円未満切捨て)

１．平成27年12月期第３四半期の連結業績（平成27年１月１日～平成27年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年12月期第３四半期 1,277 177.3 584 ─ 605 ─ 572 ─

26年12月期第３四半期 460 △17.9 △411 ― △388 ― △390 ―

(注) 包括利益 27年12月期第３四半期 584百万円 ( ─％) 26年12月期第３四半期 △339百万円 ( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

27年12月期第３四半期 66.53 63.69

26年12月期第３四半期 △47.15 ―
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

27年12月期第３四半期 2,369 1,958 82.3

26年12月期 1,221 830 67.2

(参考) 自己資本 27年12月期第３四半期 1,950百万円 26年12月期 820百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

27年12月期 ― 0.00 ―

27年12月期(予想) 0.00 0.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．平成27年12月期の連結業績予想（平成27年１月１日～平成27年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,532 150.5 372 ─ 395 ─ 364 ─ 42.03
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 ─社 (社名) 、除外 ─社 (社名)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年12月期３Ｑ 8,887,400株 26年12月期 8,318,100株

② 期末自己株式数 27年12月期３Ｑ ─株 26年12月期 ─株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年12月期３Ｑ 8,602,442株 26年12月期３Ｑ 8,275,974株

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

　本四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、本四半期決算短信の開示時点に

おいて、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社グループが現在入手している情報及び合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想

の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、本四半期決算短信（添付資料）３ページ

「(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国において雇用拡大を背景に回復基調が継続するとともに、

欧州でもユーロ安を背景とした輸出拡大に伴い回復傾向にあるものの、中国やその他新興国における成長の鈍化等に

より、輸出は減少傾向にあるとともに、個人消費の改善は緩慢な状況が継続するなど、先行き不透明な状況で推移い

たしました。当社グループが属する製薬業界におきましては、引き続き大手製薬企業における大型医薬品の特許切れ

に伴う収益力の低下から、新たな大型医薬品の開発が急がれており、新薬を生み出す研究開発競争は激しい様相を呈

しております。このような環境の中で、大手製薬企業は自社研究に積極的に取り組むだけでなく、当社をはじめとす

るバイオベンチャーが研究開発した新薬候補化合物の導入等創薬パイプラインの強化を加速させており、当社が研究

開発を行っている創薬テーマについても、継続して高い注目を集めてまいりました。

このような外部環境の中、当社グループは、キナーゼ創薬に係る創薬基盤技術を核とした創薬支援事業並びに創薬

事業を積極的に展開し、事業の拡大を図ってまいりました。

セグメント別には、当期の第２四半期に実現した創薬事業における当社創薬パイプラインの導出をうけて、当社パ

イプラインへの関心が高まっており、積極的な導出交渉に努めるとともに、重点疾患領域であるガン領域を中心とし

たキナーゼ阻害薬の研究開発を精力的に行ってまいりました。また、創薬支援事業におきましては、小野薬品工業株

式会社との大規模委受託契約に基づく受託試験の確実な遂行を図るとともに、新たな大規模キナーゼプロファイリン

グ・スクリーニングサービスの委受託契約の獲得に向けた活動を国内及び北米市場で積極的に展開してまいりまし

た。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は1,277百万円（前年同四半期比177.3％増）、営業利益は584百万

円（前年同四半期は411百万円の損失）、経常利益605百万円（前年同四半期は388百万円の損失）、四半期純利益572百

万円（前年同四半期は390百万円の損失）となりました。

セグメント別の業績は次の通りです。

①創薬支援事業

キナーゼタンパク質の販売、アッセイ開発、プロファイリング・スクリーニングサービス及びセルベース・ア

ッセイサービスの提供等により、創薬支援事業の売上高は662百万円（前年同四半期比43.8％増）、営業利益は

307百万円（前年同四半期比498.3％増）となりました。売上高の内訳は、国内売上は395百万円（前年同四半期

比59.6％増）、北米地域は190百万円（前年同四半期比33.5％増）、欧州地域は62百万円（前年同四半期比5.4％

増）、その他地域は14百万円（前年同四半期比26.6％増）であります。

②創薬事業

平成27年６月に締結した、ジョンソン・エンド・ジョンソンの医療用医薬品部門であるヤンセン・バイオテッ

ク社とのライセンス契約に基づく導出一時金を当期の第２四半期において売上に計上するとともに、画期的なキ

ナーゼ阻害薬の創製を目指し積極的に研究開発を推進してまいりました。これらの結果、創薬事業の売上高は、

614百万円（前年同四半期は売上高の計上なし）、営業利益は277百万円（前年同四半期は462百万円の損失）とな

りました。

（２）財政状態に関する説明

前連結会計年度末
当第３四半期
連結会計年度末

増減

総 資 産 (百万円) 1,221 2,369 1,147

純 資 産 (百万円) 830 1,958 1,128

自己資本比率 （％） 67.2 82.3 15.1

当第３四半期連結会計期間末における総資産は2,369百万円となり、前連結会計年度末と比べて1,147百万円増加し

ました。その内訳は、現金及び預金の増加1,204百万円、売掛金の減少44百万円、投資有価証券の増加19百万円等であ

ります。

負債は410百万円となり、前連結会計年度末と比べて19百万円増加しました。その内訳は、１年内返済予定の長期借

入金の増加30百万円、未払金の減少74百万円、未払法人税等の増加34百万円、長期借入金の増加40百万円等でありま

す。

純資産は1,958百万円となり、前連結会計年度末と比べて1,128百万円増加しました。その内訳は、四半期純利益572
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百万円の計上、資本金の増加271百万円、資本剰余金の増加271百万円、その他有価証券評価差額金の増加17百万円等

であります。

また、自己資本比率は82.3％（前連結会計年度末は67.2％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　平成27年７月28日公表した平成27年12月期の連結業績予想に変更はありません。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 626,742 1,830,851

売掛金 95,313 50,672

商品及び製品 93,772 91,227

仕掛品 8,167 14,094

原材料及び貯蔵品 17,261 16,009

その他 66,331 48,023

流動資産合計 907,589 2,050,878

固定資産

有形固定資産 52,505 39,195

無形固定資産 2,193 1,637

投資その他の資産

投資有価証券 241,339 260,652

その他 17,818 16,919

投資その他の資産合計 259,157 277,572

固定資産合計 313,856 318,405

資産合計 1,221,446 2,369,284
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 4,343 56

1年内返済予定の長期借入金 38,928 69,508

未払金 107,707 33,250

未払法人税等 7,073 41,971

その他 37,504 28,378

流動負債合計 195,558 173,166

固定負債

長期借入金 121,948 162,172

繰延税金負債 47,458 48,983

資産除去債務 24,677 25,046

その他 1,575 1,050

固定負債合計 195,659 237,251

負債合計 391,218 410,417

純資産の部

株主資本

資本金 2,627,070 2,898,155

新株式申込証拠金 ― 3,270

資本剰余金 1,445,230 1,716,264

利益剰余金 △3,336,081 △2,763,761

株主資本合計 736,219 1,853,929

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 79,954 97,051

繰延ヘッジ損益 ― △3,410

為替換算調整勘定 4,764 3,355

その他の包括利益累計額合計 84,718 96,996

新株予約権 9,289 7,940

純資産合計 830,227 1,958,866

負債純資産合計 1,221,446 2,369,284
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 460,633 1,277,146

売上原価 168,769 165,789

売上総利益 291,863 1,111,357

販売費及び一般管理費 703,498 527,056

営業利益又は営業損失（△） △411,635 584,300

営業外収益

受取利息 183 135

補助金収入 24,800 29,240

為替差益 152 -

その他 1,106 1,650

営業外収益合計 26,242 31,026

営業外費用

支払利息 1,693 1,467

株式交付費 342 2,304

為替差損 - 3,864

その他 1,528 2,235

営業外費用合計 3,564 9,871

経常利益又は経常損失（△） △388,957 605,455

特別利益

新株予約権戻入益 - 2,282

特別利益合計 - 2,282

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前
四半期純損失（△）

△388,957 607,738

法人税、住民税及び事業税 1,486 35,892

法人税等調整額 △201 △475

法人税等合計 1,285 35,417

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株
主損益調整前四半期純損失（△）

△390,242 572,320

四半期純利益又は四半期純損失（△） △390,242 572,320
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株
主損益調整前四半期純損失（△）

△390,242 572,320

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 50,095 17,097

繰延ヘッジ損益 - △3,410

為替換算調整勘定 226 △1,408

その他の包括利益合計 50,322 12,278

四半期包括利益 △339,920 584,599

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △339,920 584,599
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第３四半期連結累計期間(自 平成27年１月１日 至 平成27年９月30日)

株主資本の著しい変動

新株予約権の権利行使により、当第３四半期連結累計期間において、資本金が271,084千円、資本剰余金が

271,034千円増加し、この結果、当第３四半期連結会計期間末において資本金が2,898,155千円、資本剰余金が

1,716,264千円となっております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成26年１月１日 至 平成26年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

創薬支援事業 創薬事業 計

売上高

外部顧客への売上高 460,633 ― 460,633

セグメント間の内部売上高又は振替高 ― ― ―

計 460,633 ― 460,633

セグメント利益又は損失（△） 51,355 △462,990 △411,635

（注）セグメント利益又は損失の合計は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しており差額はありません。

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成27年１月１日 至 平成27年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

創薬支援事業 創薬事業 計

売上高

外部顧客への売上高 662,296 614,850 1,277,146

セグメント間の内部売上高又は振替高 ― ― ―

計 662,296 614,850 1,277,146

セグメント利益 307,268 277,032 584,300

（注）セグメント利益の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しており差額はありません。

　


